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修士論文要旨
【問題と目的】
　本研究では、文化的視点を踏まえて、日中両国青少年の
問題行動傾向の櫛造を明らかにすることは研究の一つの目
的である。
　近年、規範意識と問題行動の国際比較研究が相次いで行
われてきた。両者を結びつけて検討する研究は極めて少な
い。本研究では、対人信頼感と規範意識のどこかが法律、反
社会的、道徳、校則のような異なる問題行動経験に影響を与
えるのかについてを検討することをもう一つの目的とする。
【研究概要】
研究１、２
目的　日中両国にも対応できる新たな規範意識と問題行動
尺度の作成。規範意識、対人信頼性と問題行動の関連を考
察することを目的した。
方法　
①予備調査：
調査対象：日本大学生102人；中国大学生73名。
調査時期：2010年６月－９月、2012年４月－10月
調査内容Ⅰ：中高時代の頃、周りに起こってた各々悪い行
動を想起させた（自由記述式）。
②本調査
調査対象：男性306人、女性278人。12－15歳。
中国：武漢274人、上海110人、蘭州102人。
日本：106人。
手続き：授業で、質問紙を配布し回収した。
調査内容Ⅱ：
①規範意識と問題行動経験尺度76項目５件法。
②ａ．対人信頼感尺度（天貝、1995；1997）、13項目、６件
法；ｂ．親からの自律性援助尺度（桜井、2003）、20項目、
６件法；ｃ．親子間の信頼感に関する尺度（酒井、2005）、
７項目、５件法。
結果と考察　因子分析（主因子解．後プロマックス回転）
により、①規範意識４因子：「反自由奔放」（α＝0.847）、
「反社会的行動規範」（α＝0.858）、「反道徳を含む校則違
反」（α＝0.789）、「周りへの関心」（α＝0.736）②問題行
動経験３因子：「逸脱行動」（α=0.691）、「人間関係を損う
行動」（α＝0.690）、人を傷つける行動（α＝0.740）が確
認された。①の因子の下位尺度得点の平均値を規範意識低
群、高群とした。その結果、全ての規範意識高群が低群よ
り、問題行動経験が低いと明らかにした。
②「他者信頼」（α＝0.796）、「自己信頼」（α＝0.807）
③「親からの圧力」（α＝0.851）、「親からの自律性援助」
（α＝0.779）④「親信頼」（α＝0.871）が確認された。全
ての対人信頼性高群が低群より、問題行動が低いことが示
された。
研究３、４
目的　規範意識と信頼感の種類による問題行動経験の違い
を検討することと問題行動モデルの作成。
結果と考察Ⅰ　問題行動経験と規範意識下位尺度得点の平
均値を基準に、それぞれ高低群とし、４組合せを「まじめ型」
（規範高、経験低）、「同調型」（規高、経高）、「観衆型」（規
低、経低）、「不良型」（規低、経高）と命名した。それを独
立変数、信頼性を従属変数とし、二次元分散分析を行った。
　その結果、「同調型」に対して、親信頼が高いことから、
親が規範意識を規定し、さらに自信を与えることは、逸脱
行動の抑制に有効と考えられた。一方、「不良型」に関して、
全ての問題行動において、親からの圧力が高く、自律性援
助は低かった。従って、親信頼、他信頼、自信頼全ての対
人信頼性は最も低いと明らかになった。そのため、「不良
型」の問題行動を減らすために、親子関係の改善は重要な
先決条件になると考えられた。
結果と考察Ⅱ　「逸脱行動」の仮定モデルを検証するため
に、重回帰分析の結果によるパス図を作成した。
研究５
目的　中国と日本の中学生を比較する。
結果と考察　地域比較の結果：日本の中学生は、独立であ
り、遵法意識高、自己評価低、個性尊重高という謙遜な「大
人型」；上海は、遵法意識高、自己評価高、個性重視低、親
の束縛高、親子関係やや親密、人間関係重視といういい子
の「まじめ型」；武漢と蘭州はそれぞれ「自由希求型」と
「家族志向型」を名付けした。
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Figure1　中国中学生の逸脱行動モデル
Figure 2　規範意識における地域平均点
